
農業の振興を目的とする農業団体その他の機関が協働し、それぞれの役割を発揮して農業の振興を推進し、飯田市農業振興ビジョン
に掲げる「地域経済を支える農業」と「農業を活かした地域づくり」を目指す

【構成団体】

飯田市、飯田市農業委員会、南信州農業農村支援センター、みな
み信州農業協同組合、下伊那園芸農業協同組合、南信酪農業協
同組合、竜峡酪農業協同組合、竜西土地改良区、小渋川土地改
良区、16地区農業振興会議、ＮＰＯ法人みどりの風

本部会議 ○事業報告・収支決算、事業計画・予算の承認
○規約等の制定・改正
○役員選任等

飯田市農業振興センターの事業推進体制 ～ 多様な主体との協働による農業振興 ～

農業振興センターの役割

農業振興センターの推進体制

【構成】

ＪＡみなみ信州、下伊那園協、農地利用最適化推進委員会、ＮＰＯ法
人みどりの風、支援センター、市

（四半期１回程度）

企画委員会 ○事業計画・予算の作成
○事業の進行管理
○センターの運営等

【構成】
ＪＡみなみ信州、下伊那園協、支援センター、農業委員会、市農業課

共同事務局会議 ○企画委員会の運営
○事業・プロジェクトの進行管理
○情報収集、企画・立案等（月１回程度）

【事務局】
ＪＡみなみ信州、市農業課・農業委員会

地区農業振興会議 ○「人・農地プラン」の実質化の推進
○地域農業の振興

プロジェクト

①果樹新技術等研究ＰＪ（R1設置）
・新たな栽培技術による生産性の向上と品種等の導入検討

（事務局：ＪＡ果実・柿課）

②スマート農業研究ＰＪ（R2設置）
・ハウス内環境制御システム等によるキュウリの栽培試験

（事務局：ＪＡ農産課）
・新技術導入研究（日光（蓄熱）ハウスの試験導入）
・農作業の省力化研究

農業者・農業法人等

生産団体・各部会

国、県、市、関係機関

南信州・担い手就農プロデュース

地域

伴走型支援 情報収集・連携

進
行
管
理

④新品目栽培研究ＰＪ（R3設置）
・栽培方法の研究、新品目の導入、加工品の試作

※飯田市農業振興ビジョン策定とともに推進体制を見直し（H30年度）

③環境に配慮した農業研究ＰＪ（R4設立）
・環境に配慮した農業の推進
・地域相互認証制度の構築に向けた研究


